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	応用
	抗原情報
	背景
	ムスカリン性コリン受容体は、Gタンパク質共役受容体のより大きなファミリーに属します。これらの受容体の機能的多様性は、アセチルコリンの結合によって定義され、アデニル酸シクラーゼ阻害、ホスホイノシチド分解、カリウムチャネルの調節といった細胞応答を含みます。ムスカリン性受容体は、中枢神経系および末梢神経系におけるアセチルコリンの多くの作用に作用します。この受容体の臨床的意義は不明ですが、マウスを用いた研究では、その機能がアデニル酸シクラーゼ阻害と関連付けられています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：ムスカリン性アセチルコリン受容体は、アデニル酸シクラーゼ阻害、ホスホイノシチド分解、Gタンパク質の作用を介したカリウムチャネルの調節など、様々な細胞応答を媒介します。主要な伝達効果はアデニル酸シクラーゼ阻害です。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;アクチンと細胞骨格を調節します。
	画像データ
	

	CHRM4抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	mAChR M4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

